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総
合
開
発
計
画
策
定

特
別
委
員
会

令
和
５
年
６
月
21
日
に
特
別
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
５
月
８

日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が「
５

類
感
染
症
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
未
だ
収
束
し
て
い
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
２
次
御
前
崎

市
総
合
計
画
の
各
事
業
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
確
認

し
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
く
協

議
事
項
と
し
て
、
今
回
は
市
民
生
活
部

の
各
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

政
治
家
（
候
補
者
・
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
・
現
に
公
職
に
あ
る
者
）

は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄
附
や
あ
い
さ
つ
状

（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

！
政
治
家
の
寄
附
行
為
・
年
賀
状
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

令
和
５
年
９
月
19
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
原
子
力
立

地
政
策
室
の
前
田
博
貴
室
長
に
よ
る

「
Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
と
今
後
の
原
子
力
政

策
の
方
向
性
（
原
子
力
基
本
法
の
国
の

責
務
等
）
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

【
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
（
原
子
力
関
係
）

の
概
要
】

〈
基
本
方
針
〉

〇
安
全
神
話
に
陥
り
、
事
故
を
防
止
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
真
摯
に
反
省
。

〇
原
子
力
事
故
の
発
生
を
常
に
想
定
し
、

そ
の
防
止
に
向
け
て
最
大
限
努
力
。

〈
国
の
責
務
〉

〇
原
子
力
発
電
が
、
①
電
気
の
安
定
供
給

の
確
保
、
②
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
③

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
自
律
性
向
上
に
資

す
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

〇
安
全
性
の
確
保
を
前
提
に
、
原
子
力

事
故
の
防
止
に
万
全
の
措
置
を
講

じ
、
国
民
か
ら
の
信
頼
確
保
、
立
地

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を

推
進
す
る
。

〈
基
本
的
政
策
〉

〇
原
子
力
発
電
の
適
切
な
活
用
に
向
け

て
、
安
全
性
の
確
保
を
前
提
に
、「
技

術
の
維
持
・
開
発
、
人
材
の
育
成
・
確

保
等
」、「
原
子
力
に
関
す
る
研
究
開
発

推
進
や
こ
れ
ら
の
成
果
の
円
滑
な
実
用

化
」、「
適
切
な
安
全
対
策
投
資
等
を
確

保
す
る
た
め
の
安
定
的
な
事
業
環
境

整
備
」、「
再
処
理
、使
用
済
燃
料
対
策
、

廃
炉
の
円
滑
か
つ
着
実
な
実
施
」、「
最

終
処
分
の
円
滑
か
つ
着
実
な
実
施
」
な

ど
の
措
置
を
講
じ
る
。

こ
の
ほ
か
、
世
界
的
な
Ｇ
Ｘ
・
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
流
れ
や
原
子
力

政
策
の
今
後
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。


